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Abstract 
Two procedures are added to a way for converting seeds into needs, “Can Expansion” method.  
One of the procedures is setting slogan.  Setting slogan makes us easily find users.  Another one is 
referring a list of industries.  Referring a list of industries brings us to mind appropriate industry. 
 
要  約 
できあがった技術や製品の用途を開発する方法である「できる展開法」をさらに使いやすく
するために、あらたに 2 つの手順を追加する。ひとつはスローガンの設定、もうひとつは業種
一覧の参照である。スローガンは用途先を探すための指針として使用する。業種一覧は用途先
を想起するためのヒントとして使用する。 
 
 1 ．はじめに 
新しいビジネスの創出は、世の中のニーズを起点として創出すること（ニーズ起点発想）が自然な考
え方である。しかし実際のビジネスの現場では、既に存在するシーズを起点として用途開発を行い、新
規ビジネスを創出するケースも多い。企業のコアコンピタンスや所有する技術資源は有限であるため、
自社のコアコンピタンスを生かせる新たな市場を用途開発で切り開くことは、企業を成長させるための
重要なテーマである。また、世の中には技術や製品はある程度できたが、それが何に使えるかが十分わ
からないというケースもある。 
「シーズが何に使えるか？」「どんな用途で役に立つか？」が自然に閃くと良いが、それをじっと待っ
ていてもなかなか閃かないことが多い。そこで、前稿［1］では閃かすための仕掛けの 1 つを提案した。
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この仕掛けを「できる展開法」［1］と呼んだ。本稿では、できる展開法をさらに使いやすくすることを
考える。そのひとつはスローガンの設定、もうひとつは業種一覧を参考にすることである。 
 
 2 ．できる展開法の効果 
実際の企業では以下のような課題に直面する場合がある。 
 ●  技術や製品はできたが、具体的な用途がわからない。 
 ●  企業の既存技術を生かして新市場を創出し、企業を成長させたい 
 ●  企業のコアコンピタンスを生かせる新しいニーズを見つけ、新規事業をはじめたい 
このような場合に所有のシーズに対して「できる展開法」による発想を行うと 
 ●  分断されていたシーズとニーズの間が繋がり易くなる（図１、図２） 
 ●  シーズからニーズにアプローチし易くなる 
といった効果が期待できる。 
 
 
 
 
 
 
 
図１ シーズとニーズの乖離 
 
 
 
 
 
 
 
図２ できる展開法の役割 
 
 3 ．できる展開法の手順 
われわれが何かについて用途を考えるとき、「（それを使うと）……（何かが）できる」という表現を
使って発想することがある。できる展開法は、その表現を『意識的』に使うことで用途を発想しようと
する考え方である。つまり、「それができるとつぎは何ができる？」と自問して、「……することができ
る」と自答する。これをつぎつぎと繰り返し行っていく。 
たとえば、ペットボトルは「液体をそのなかにいれることができる」と表現したとする。そしたら
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「それができるとつぎは何ができる？」と自問する。それに対してつぎのように自答したとする。「液体
をこぼさずに移動することができる」。あるいは「液体を保持することができる」。これらの表現はペッ
トボトルの用途を表現しているともいえる。このことを図として表現すると図３のように書ける。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図３ できる展開の例 
 
この図では分岐させて表現している。できるだけ分岐させて多くの「できる表現」を創り出すとよい。
それはこの「できる表現」が用途案となるためである。このような自問自答を繰り返して行っていき、
分岐を含めた表現をしていくことにより、さらに多くの用途を発想しようとする考え方が、できる展開
法である。 
できる展開を行う前後での手順は大きく 5 つのステップで実施する。 
（1）特徴抽出（長所、短所を洗い出す） 
（2）各特徴に対してできる展開を行う 
できる展開法の主要手順は上記（1）、（2）であるが、実際に製品開発をしていく場合には、さらにつ
ぎのような手順を踏むと良い。 
（3）（すべての特徴につき、できる展開をしたら）その中で有効と思われる用途をいくつか選択する 
（4）選択した用途につき、今度は本格的にイマジュレーション法［2］などを使用して設計の詳細化
をする。つまり、シナリオを作る。そして、そのシナリオを作るプロセスから製品の仕様を詳細
化していく。 
（5）技術的に製造が可能であり、かつ商品化して採算がとれそうであると確信できるところまでに至
ったら、それを実行に移す。 
 
 4 ．できる展開法を効率化するための２つの仕掛け 
これまで、できる展開法の目的やその手順について述べてきた。ここからは、できる展開をより効率
良く実施するために 2 つの仕掛けを提案する。 1 つ目は「スローガン」の導入であり、 2 つ目は「業種
一覧」の活用である。 
液体を保存することができる 液体をこぼさずに移動すること 
ができる 
液体を入れることができる 
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〈a〉スローガン 
これまでのできる展開で「～できる」という表現で発想する場合、次の「～できる」は自然と浮かん
でくるということに依存していた。しかしできる展開を繰り返し行っていくと、その過程で発想が枯渇
したり、行き詰まったりするなどの壁に当たる。このように発想が枯渇したり、行き詰まったりしても
更に発想させたい場合には、行き詰まったポイントで「～できる」という表現から「～をさがそう」と
いう表現に一時的に変える。「～をさがそう」という言葉に置き換えることで発想の方向が純粋に何か
を探す方向に向かい、用途先が見つかり易くなるという効果がある。「～をさがそう」という表現をここ
ではスローガンと呼ぶことにする。 
図４は、指紋認証システムというシーズについてできる展開を行った例の一部である（本例の全容は
付録に掲載）。できる展開を行っていったら「情報漏洩による企業イメージの低下を防ぐことができる」
というところで発想に行き詰まった。そこで「情報漏洩に細心の注意を払うべき企業を探そう」という
スローガンを設定することにした。このスローガンにしたがって「政府、役場、警察、金融のオフィス、
PＣの鍵に適用する」という用途先を発想した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図４ スローガンを掲げた「できる展開」の例 
 
スローガンは、できる展開を行う過程で必要に応じて掲げれば良い。できる展開を行う上での触媒と
して活用すれば良い。 
また、スローガンを掲げる際には具体的な文章で記述すると良い。これにより、思考するターゲット
が明確になり、用途先を発想し易くなる。 
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〈b〉業種一覧 
できる展開は自由度が高いため、利用者の考え方や経験により発想のポイントが偏ることがある。偏
ることで特定のカテゴリにおいては詳細な発想が行われるなど良いこともあるが、利用者の気づきの漏
れが生まれる可能性もある。そこを補うために「業種一覧」を使うと良い。 
業種一覧は、できる展開で様々なできる表現をリストアップした後、できる展開の結果と照らし合わ
せ使用する。この作業の一例を以下に示す。 
（ⅰ）できる展開の結果と業種一覧を並べる。 
（ⅱ）業種一覧の名前をひとつひとつ見ながら、該当する業種でシーズを活かせる用途がないかを考
える。 
（ⅲ）これにより、新しい「～できる」の表現が生まれたり、掲げたスローガンに合った用途が発想
できたりしたら、発想した内容をできる展開の結果に追記する。 
業種一覧は作成元によって分類方法が異なるが、詳細になっているものを選ぶと良い。その方が該当
する業種を具体的にイメージし易くなるからである。また、思わぬ業種にシーズを活かせる用途を発見
できる可能性もあるため、なるべく多くの業種でチェックすると良い。 
図５は、業種一覧を利用するタイミングを示したものである。スローガンとして掲げた「証明書や IC
カ－ドのコストがかさむものを探そう」と思いながら業種一覧を眺める。業種一覧を見て、家電量販店
という業種を思いつく。そして「家電量販店のポイントカードを止めて指紋認証で代替する」というで
きる発想をした。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図５ 業種一覧を活用した「できる展開」の例 
家電量販店のポイントカードを 
止めて、指紋認証で代替する 
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 5 ．産業向けシーズでできる展開法を行う場合の応用例 
ここまで、できる展開とスローガン、業種一覧の活用について述べてきた。できる展開は実施者の知
識や経験に依存して発想できる範囲が限られてくる。誰もが生活の中で見聞きする消費財などでは自分
の知識や経験によって発想がし易い。しかし、生産財として活用されるものや B2B のサービスなどで
活かされるシーズの場合には、当該業種の知識が必要になり、発想が難かしくなる。このようなケース
でも何とかして用途を見つけるために、次のように業種一覧を応用する。 
①できる展開の結果と業種一覧を並べる。 
②業種一覧の名前をひとつひとつ見ながら、シーズが活かせる可能性があるかどうかを考える。 
可能性が高ければ 5 点、可能性が低ければ 1 点というように、業種毎に 5 点満点で採点する。知
見のない業種については用途があるかないかは厳密にはわかり得ない。そのため、推測でも良いの
で大まかに採点する。 
③得点の高い順に業種を並べ、シーズを活かせそうな業種を明確化する。 
④得点の高い重要業種に関する展示会や学会に参加したり、その業界に詳しい人にヒアリングしたり、
書籍を調査したりすることで本当にシーズを活かせるかどうかを検討する。 
 
以上の手順を図６に示す。 
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図６ 業種一覧を活用した産業財、Ｂ2Ｂ向け「できる展開」の手順 
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 6 ．おわりに 
できる展開とその触媒となるスローガン、業種一覧の使用を提案した。スローガンは「……をさがせ」
という指針を明文化したものである。また業種一覧は用途先を思いつかせるヒントとして使用する道具
である。これらを使用すると、できる展開がいっそう能率的に行えるし、より質の高い発想ができると
考える。できる展開はシンプル且つ簡単な手法であるため、誰でもすぐに実践することができる。シー
ズを熟知した人がひとりで発想する際に使用しても良いし、得意分野の異なる複数のメンバを集めてお
互いに補完しながら、実践しても良い。 
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 付録  指紋認証システムをシーズとしてその用途を探す場合の例 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
指紋認証システム 
 
個人を確実に特定することができる 
指がメディアの代わりになるので 
証明書や IC カードをなくすことができる 
①へつづく ②へつづく 
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